
１．ＤＭＡＴ、医療支援チームの派遣

https://www.kagoshima-u.ac.jp/topics/2016/04/post-1013.html

https://www.kagoshima-u.ac.jp/topics/2016/05/post-1021.html

２．教職員・学生ボランティアの派遣

３．支援物資の提供

４．義援金募集

https://www.kagoshima-u.ac.jp/topics/2016/05/post-1022.html

５．被災大学の学生・教職員支援、被災者への支援

・地域医療連携センターは、転院や治療継続に関する相談窓口となり対応した。

６．研究活動

・丹羽教授ら３名は、熊本市・上益城郡益城町一円にて、被災状況の調査を行った。

７．本学公式ホームページで被災者（学生・教職員等）への支援情報を掲載

・司法政策教育センターは、被災地の司法試験受験予定者に学修の場を提供した。

・下川特任教授ら3名は、熊本大学主催の「熊本地震調査・支援活動報告会」に出席した。

・岩船特任教授は、宇城市役所及び避難所で熊本地震災害対応支援活動および調査を実施した。

https://www.kagoshima-u.ac.jp/topics/2016/04/post-1015.html

・被災地の学生に図書館利用やパソコン利用を可能にした。

・就職支援センターにおいて、被災地の学生の就職相談を受け入れた。

・修学支援室もしくは保健管理センターで、メンタル面のサポートを実施した。

寄附先

日本赤十字社

日本赤十字社

提供内容

熊本大学 ２ℓ飲料水600本、菓子パン500食、タオル420枚、他消耗品など（４月１９日）

4月22日～8月16日の期間で

465,680円

▼ 熊本地震に係る支援活動の概要

鹿児島大学

派遣人数派遣期間病院職員の派遣

・4月16日から6月13日まで、熊本地域へ延べ８１名を派遣した。

５名（医師２名・看護師２名・臨床工学技士１名）

４名（医師１名・看護師２名・臨床工学技士１名）

延べ10名（医師6名・看護師2名・歯科医師1名・歯科衛生士1名）

延べ６名（医師3名、看護師3名）

JMAT：日本医師会災害医療チーム

DPAT：災害派遣精神医療チーム

4月16日～4月18日

4月18日～4月20日

4月21日～5月1日の期間内で

6月1日～6月25日の期間内で

DMAT：災害派遣医療チーム

医療救護班 5月2日～5月17日の期間内で

JRAT：大規模災害リハビリテー
ション関連支援団体協議会

4月16日～5月1日の期間内で ４名（医師2名・理学療法士1名・言語聴覚士１名）

業務 派遣人数

施設等災害復旧の応援 施設部技術系職員　２名

災害ボランティア 学生　延べ５４名

延べ24名（医師6名・看護師8名・歯科医師4名・
歯科衛生士4名・病院事務職員2名）

学外からの依頼により 4月16日～6月13日の期間内で
延べ２8名（医師18名・看護師3名・歯科医師1名・
技師1名・歯科衛生士1名・薬剤師3名・臨床検査技師1名）

・法文学部、大学院人文社会科学研究科は、被災地の人文系大学生、大学院生の希望者に聴講を認めた。

・本人又は学資負担者が被災地で家屋・家財等の被害を受けた方や長期間収入減が見込まれる方に授業料免除を実施した。

日本赤十字社 379,304円 学内教職員、学生（第二次）5月20日～6月17日

5,379,842円 学内教職員、学生（第一次）4月18日～28日

派遣先

https://www.kagoshima-u.ac.jp/topics/2016/04/post-1012.html

派遣期間

熊本大学 4月25日～4月29日

https://www.kagoshima-u.ac.jp/important/2016/04/28.html

・大学病院での受け入れ体制を整え、防災ヘリにより２件（4月16日、4月18日）、熊本市や八代市などから延べ７件

　（4月19日～5月11日）の被災者を受け入れた。

平成28年8月16日現在

・地頭薗教授は、「熊本地震に係る土砂災害調査」および「阿蘇大橋地区復旧技術検討会」に参加した。

・寺本准教授は、地震被害の大きかった熊本空港周辺地域を中心に現地調査を実施した。

熊本県内各地区

学生サークルなどによる熊本地震募金活動

提供先

熊本大学病院

金額 団体

２ℓ飲料水120本：大学病院から（4月26日）

https://www.kagoshima-u.ac.jp/topics/2016/04/post-1017.html

・農学部では、九州東海大学農学部の学生に対して、希望者に教育指導を行った。


